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➢ 沼田市では、荒廃した森林に対して、森林環境譲与税を財源として森林経営管理制度に基づく取組を進め、整備を行う。また本市は、木材産業のまち
としての歴史があるため、市産木材や市内木材加工業者の普及・振興を目指している。

➢ 令和元年度は、私有林約90haの所有者への意向調査を行った。また、木育推進を行うための委託業者の選定を開始した。令和２年度については下記
の取組を実施し、森林整備に向けた準備や市内木材加工業者及び保育教育関連組織などを巻き込んだ木育推進事業を行った。

・ 意向調査が完了した私有林の一部について森林境界明確化を行い、約17ha分の経営管理権集積計画を公告、縦覧した。

・ 市産木材を使用し市内木材加工業者が手作りした木製おもちゃ「沼田のてんぐつみき」を誕生祝い品として作成し、市内出生者へ贈呈を開始した。

・ 「ウッドスタート宣言」及び「木育円卓会議」を行い、森林組合、木材加工業者、保育教育関連組織等と木育推進について意見交換を行った。

➢ 令和３年度においては、前年度までの取組を継続し、経営管理権集積計画対象林について民間事業者の公募・選定や木育インストラクター養成講座の
開催等を予定している。

群馬県 沼田市（森林経営管理制度に基づく森林整備・ウッドスタート（誕生祝い品））森林整備・木材利用

①令和２年度譲与額 30,712千円

②私有林人工林面積（※１） 4,140ha

③林野率（※２） 77％

④人口（※３） 48,676人

⑤林業就業者数（※３） 130人

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」より、

※２：「2015農林業センサス」より、※３：「H27年国勢調査」より

□ 事業内容
１ 森林経営管理制度に基づく森林整備

• 鳥獣被害のある森林所有者へ今後の森林の経営管理の意向調査を実施

• 森林境界明確化実施後、経営管理権集積計画を作成し公告、縦覧を実施

【事 業 費】6,664千円（うち譲与税6,663千円）

【実 績】意向調査面積：約2ha

経営管理権集積計画作成面積：約17ha

２ 沼田市ウッドスタート（誕生祝い品）事業【木育推進】

• 市産のスギや桑を使用し、市内木材加工業者が手作りした木製おもちゃ
「沼田のてんぐつみき」を誕生祝い品として市内出生者へ贈呈

• ウッドスタート宣言を行い、森林組合、木材加工業者及び保育教育関連組
織等と更なる木育推進のための新事業を考察する「木育円卓会議」を主催

【事 業 費】5,944千円（全額譲与税）

（譲与税は、業務委託に係る部分に充当）

【実 績】市内出生者へのつみき贈呈数：146個

□ 事業スキーム
１ 森林経営管理制度に基づく森林整備

• 意向調査：「市」が森林所有者へ直接調査を実施

• 森林境界明確化：「群馬県森林組合連合会」へ業務を委託

• 経営管理権集積計画の公告、縦覧：「市」が取り纏め、市HPと窓口にて公開

２ 沼田市ウッドスタート（誕生祝い品）事業

• 「芸術と遊び創造協会」へ企画監修やおもちゃ製作指導等の業務を委託

• 「沼田製材業協同組合」へ「沼田のてんぐつみき」の試作及び製作を委託

□ 工夫・留意した点

事業１：集落に近接している比較的見通しが良く森林整備を実感できる箇所を選
定した

事業２：つみき贈呈時に市産木材や作り手の工夫、安全性を伝えるよう留意した

（事業２：沼田のてんぐつみき）

”てんぐ”は毎年夏、市内で催される沼田
まつりの天狗みこし等において市民に幅
広くなじみがあり、本つみきは市独自の
文化に触れることのできる贈り物になっ
ている 14


